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１　 認 知 的 能 力 に関 わ るねらい の類 型
認 知 的 能 力 は， 広 義 に は， 人 間 の精 神 活 動 す べて に
関 わ る能 力 を 指す。 社 会 科 にお いて は， 学 習 者 が 自 分 の
意 志 で 活 動 す る場 面 が多 い ため， 学 習 を 主 体 的 に進 め る
際 に必 要 な技 能 的 ・ 方 法 的 な 能 力 の育 成 を 意 図 し た ね
らいが多 い。
こ うい った能 力 や社 会 事 象 の因 果 関 係を 考え る思 考 力
な どの育 成を ねらい としてい る事 例 は， 総 計153 事 例 抽
出 で きる。 こ れらを 認 知 心 理 学 にお ける心 理 的 能 力 の 基
本 概 念 と照 らし合 わせ なが ら帰 納 的 に類 型 化 する。 そ の
結 果 ，「思 考」「意 志 決 定 」「 追 究 」「 資 料 活 用」「 表 現 」
「 自 己 評 価 」 の ６つ に類 型 化 で きる。
これらの能 力 に関 わ るねらいを 類 型 化 し たもの圦 表 －
１で ある。
表 － １　 認 知 的 能 力 に関 わ る ね ら い の 類型
認　　 知　　的　 能　 力
下位能力 思　 考 意志決定 追　 究 資料活用 表　 現 自己評価
事 例 数 ８ １６ ３０ ３９ ４４ １ ６
２　 情 意 的 能力 に関 わるね らい の類 型
この能 力 は， 一 般 に 匚意 欲」 や 「や る気 」 と言 われ る
もので， 学 習 に主 体 的 に取 り組 む 際 のエ ネルギ ー的 役 割
を 果 た す能 力 であ る。 現 在 の認 知 心 理 学 で は， 無 気 力 が
学 習 されるよ うに意 欲 もその下 位 に位 置 づ く能 力 に 分 類
し， 指 導 すれば個 人 の特 性 として育 成 で き ると す る。 こ
のよ うな能 力 の育 成 を ねらいと して 位 置づ けて い る実 践
事 例 は, 206 事 例あ る。 こ れらを ， 認 知 心 理 学 にお け る
心 理 的 な能 力 の基 本 概 念 と照 らし合 わせなが ら帰 納 的 に
類 型 化 する と，「 態 度 」「‾知 的 好 奇 心 」［ 達 成 傾 向 ］ 厂自
己 効 力 感」 の ４つ に類 型 化 で きる。
情 意 的 能 力 に 関 わるね らいを 類 型 化 する と表 － ２ の よ
う になる。
表 － ２　 情 意 的 能力 に関 わ る ね らい の類 型
情　 意　　的　 能　 力
下位能力 態　 度　｜ 知的好奇心 達成傾向 自己効力感
































活用段階 問題意識喚起 課　 題　　 設　 定 学習 計画設定
授業方略 資料利用 体躯綢 課題提示 課題集約 課題選択 課題作成 計画提示 計画立案














る段 階で ある。 小 集 団 ま たは個 別 学 習 の形 態を設 定 して，
学 習 を進 める。 活 用さ れてい る授 業 方 略 としは 厂個 別 学
習 」「小 集 団 学 習 」「 形 態 選択 」 があ る。
【 学 習 活 動 設 定 段 階 】
この段 階 は， 教 師 の緩 やかな管 理 の もとに， 討 論 や調
査 ・ 発 表 など， 学 習 者 が 自 分 の意 志 によって 学 習 を進 め
る段 階 であ る。 こ の段 階 で活 用 されてい る 授 業 方 略 とし
て は，「応 答 活 動 」「 考 察 活 動 」「‾調 査 活 動 」『発表 活 動』
が ある。
この過 程 における 授業 方 略 を 類型 化 した ものが 表 － ４
であ る。
表 － ４　 展 開 過 程 にお け る 授 業 方 略 と 活 用 事 例 数
活用段階 学習方法設定 学習形態 設定 学習活動設定
授業方略 方法指導 方法選択 価| 』学習 小娥 学習形態選択 応答活動 考察活動 調査活動 発表活動
























活用段階 評　 価 活　 用
授業方略 発表活動 他者評価 相互評価 自己評価 疑問湧出





























































導　　　　　　 χ　　　/　　 展　　　　 開　　/　 終　 末
問題意識喚起 課題設定 学習計画設定 学習方法設定 学習形態設定 学習活動 設定 評価活用 雷趾
合計






思　　 考 ５ ３ ８
意志 決 定 １ ９ ３ １ ２ １６
追　　 究 ３ ３ ２ ４ １ １ １０ ４ １ １ ３０
資 料活 用 １ ８ ２ １ １ ２ １５ ４ ３ ２ ３９
表　　 現 ４ １ １７ ２ １８ ２ ４４
自 己評 価 １ ２ ６ ７ １６
叉
劣
態　　 度 ２ ２ １ ２ ３ ３ １ １４
知的好奇心 ２０ ８ ２４ ９ １３ １３ ７ ３ ２ １ １ １ ３ １０５
達成 傾向 １ ２ ４ ２ １ １ １ １ １ １ ３ １ １ ２０
自己効力感 １ １ ２ ２ １ １ １ １ １ ５ １ １０ ８ ３ １１ １８ ６７
方略別ねらい数 ２０ ８ ２７ １１ １７ ２４ ３ ６ １６ ５ ２ １２ ４ ５４ ９ ３４ ４５ ７ ２０ ３２ ３
３５９
活用段顫 ねらい数 ２８ ７９ ９ ２１ １８ １４２ ５９ ３
習で行っている。第４時で生徒の疑問や調べたいことを
集約し，単元の共通課題を作成している。そして， この
課題に基づき改めて生徒一人ひとりに追究したいことが
らを挙げさせ，類型化しながら板書している。 次に，同
じ意味内容を持った生徒ごとにグループを編成させ， グ
ループごとに課題と追究計画を作成させている。 この課
題を追究する学習を５時間行った後， ２時間をかけ発
表会を行い，最後に取り組みの姿勢を中心に反省を行い
授業を終えている。
この授業では，「課題作成」 がグループを単位として
活用されているが，共通課題の作成を，生徒の意見を教
師が集約するF ‾課題集約」で行い，グループもそれぞれ
の興味・関心に基づき編成されている。このように自己
決定感が強調され，自己責任性も強く意識されるように
工夫されているのである。課題を作成させることは，生
徒の興味や関心を尊重することになり，それだけ「自分
が事態をコントロールしている， 自分のやっている活動
は，自分の意志ではじめたものである， と言う知覚をも
たせる」8）ことになる。さらに，グループで課題を作成す
ることは，評価が個人ではなくグループに対してなされる
ことになり，失敗回避傾向の強い生徒9）の不安を解消し，
適当な難易度の課題を作成できるといった利点が挙げら
れる。
一方，課題を生徒に作成させると，時間がかかる，課
題の質や難易度が下がるといった問題が常にともなう。
そのために教師が課題を設定することが一般的になって
おり，附属中の実践においても知的好奇心の育成を意図
する「課題提示」の活用事例が24 事例と最も多くなっ
ている。しかし，本実践に見られるように， 共通課題の
作成やグループ編成を教師が緩やかにコントロールした
り，グループで課題を作成させることで， このような問
題も克服できる。
「課題作成」は，こういった工夫をすることで， 生徒
に対する自己決定感と自己責任性を最も強く意識させる
ことができ，自己効力感の育成に有効な授業方略となり
える。この特性を見落としているために，生徒による課
題作成の問題点ばかりが強調されることになり， 活用が
少ないのである。
このように，自己効力感の育成には， 課題設定段階
や学習計画設定段階で，自己責任性を強調する「課題
作成」や 匚計画立案」を活用することが有効であると考
える。しかし，それだけに達成傾向の弱い生徒の学習に
対する不安を大きくしてしまう。特に，個別に課題を設
定する学習では，評価が生徒個人に直接なされるために，
この傾向が強くなる。そこで，この不安を軽減すること
を意図して，匚小集団学習」を併用する。 評価がグルー
プ全体になされ，学習に対する不安を軽減する特性を持
つ小集団によって課題を作成させることで， この問題 は
軽減されると考える。また，グループを作ることで， 教
師の指導対象が減り，資料活用能力や表現能力の指導
も容易になると考える。
＠展開過程における授業方略の活用視点
自己の有能感を増幅するのは，社会集団からの承認で
あり賞賛である。社会的動物である人間は，人々の役に
立つという実感によって，自己効力感を形成できると考
えられている。
展開過程で，この有能感の獲得に効果的な授業方略
は，「応答活動」であると考える。典型事例として， 班
内のやりとりを通して知的好奇心の育成を意図する和歌
山大附中の「ＥＣとその課題」(1993) かおる。
授業は， ２時間で構成され， 第１時では，課題につ
いて自分の考えをノートに書いた後， 班討議が行われて
いる。第２時では各班の発表を中心に，学習のまとめが
行われている。
’この実践に見られるように，「応答活動」は相互交渉
が「子どもの知的好奇心を刺激し，増幅し，補強するこ
－50 －
とが多い」lO）という特性を利用した授業方略であり，知
的好奇心の育成に適する
。しかし，厂人間は何よりも
『社会的動物』であるから
，彼の効力感のいちばん強い
支えは
，自分をも含めた『人々の役に立つ』という実感
だ
」11）とも考えられている。生徒の相互交渉の中で，自
分の考えが認められたり
，意見が課題達成に役立つたと
いう経験ができるように工夫することで
，自己効力感の
育成にも活用できるのである
。そのためには，応答活動
に入る前に
，各自がそれ相応の意見や情報を確保してい
ることが必要である
。上記の実践においても，課題につ
いての考えをノートに書かせたり
，早い段階で隋報収集
の指示がなされている。
こういった工夫をすることで，生徒の相互交渉自体も
活発になり
，特に小集団による「応答活動」は，知的
好奇心と自己効力感の両方の育成を意図できる授業方略として活用できるのである。
ただし
，小集団には，責任が曖昧になり，そのために
個人の行為が最終結果にどのような影響を及ぼしたかが
実感できないという欠点もある
。　この欠点を補うために
は
，学習計画を作成する段階で，調査内容やグループに
おける役割分担を明確にしなければならない
。自分たち
の手で，明確に責任を分担することで，自己責任性は強
まるを考える。
●終末過程における授業方略の活用視点
自己効力感の育成には，自己の進歩や成長の実感が不可欠であり，これを補強する形での評価が必要とされ
ている。
終末過程において
，こういった形で自己効力感の育成
と大きく関わる授業方略は，「発表活動」と「自己評価」
であると考える。
「発表活動
」を活用した典型事例として，琉球大附属
中２年の「沖縄の自然」(1991)を取り上げ
，この方略
の活用方法について考察する。
「沖縄の自然
」は，学習意欲を高める手だてとして，
「学習の効力感
，成就感をもてるように学習活動や評価
の工夫をする。」ことが挙げられており，自己効力感の
育成を意図する実践である
。授業は，あらかじめ調査し
てきた「沖縄県の自然
」についてのグループ発表から始
まっている。発表の分担は，単元の最初の時間に決めて
おり
，発表の後，教師がこの発表を補足する形で「沖縄
の自然の特色は何だろう」という課題について一斉指導
を行っている
。その過程で，発表班の発表内容や方法，
態度についてプラスの評価を意識的に行っているＯ一般に発表活動は，授業の最後まとめというという
形で行われるが
，ここでは，担当班の発表から授業が始
まり
，そしてその発表内容を補ったりまとめたりしながら
授業が行われている。そうすることによって，生徒の発
表は随時授業で取り上げられ
，効力感の育成に欠かせな
い厂自分をも含めた『人々の役に立つ』という実感」12）
を強く得ることができるのである。また，「失敗回避傾向
が強すぎるためにひとりで発表できなかった子どもも
，グ
ル
プー発表の回数を重ねることにより，発表に対する恐
怖心が小さくなり，自分から進んで発表できるようにな
る」13）と言われており
，この点でも４人一組で発表させ
ているこの活用事例は評価できる。
F‾自己評価」を活用した典型事例としては，和歌山大
附中「天下統一と桃山文化」(1992)がある。これは，生徒の書いた頭脳マップを「個人がもっている知識の要
素としてのさまざまな経験や知識，感情などの情報を客
体化
」14）した自己評価の資料として利用するものである。
このように，「自己評価」が「自分の進歩のあとが自
分でわかるような評価
」15）としての機能をもてば，自己
効力感を育成する方略として有効になるのである
。その
ためには
，学習過程に自己評価の場を設けるとももに，
評価されているという意識の弱い文脈で16）
，自己の進歩・
成長を生徒自身が客観的に把握できるような方策を講じ
ることが必要である。
ただし，自己評価には，主観が入りやすく信頼性にか
ける傾向がある
。そのために，自分の評価に自信がもて
ず
，せっかくのプラスの評価も，自己効力感の育成に結
びつかなくなってしまう。特に無気力な生徒はマイナス
（能力不足）の自己認知が強く，これを自己評価だけで
改善するのは難しい
。生徒のプラス（良く努力した，や
ればできる）の自己評価を確認
・補強する形で，生徒相
互の評価や教師の評価がなされることが必要になってく
る17）
。こういった点に留意して活用することで，「自己評
価」は，自己効力感の育成に有効な授業方略となりえ
るのである。
以上のことから，自己学習能力の育成を意図する授
業方略を活用する視点として
，以下のことが指摘できる。
①導入過程においては
，学習に対する自己責任性を高
めることを意図して，生徒の認知的能力の程度に応
じて「課題選択
」や「課題作成」匚計画立案」を活
用する
。課題は，達成時に成就感を得られるような
適当な難易度を持つものが望ましい。
②展開過程においては
，学習活動設定段階を重視しな
ければならないが
，特に自己効力感の育成に有効と
考えられる「応答活動
」と「‾発表活動」を活用する。
③「応答活動
」を有効に活用するには，生徒の認知的
能力の程度の応じて
，各自が事前に相当量の情報を
獲得したり
，確固たる意見を保持する場と時間を設
ける必要がある。
④「発表活動
」を有効に活用するには，発表方法の選
択を生徒に任せることが必要である。また，発表が
51－
うまくいくよ｡うに生徒の認知的能力の程度に応じて
教師が相談にのったり，緩やかな指導の場を設ける。
⑤これらの授業方略が自己効力感の育成に有効に機能
するように
，失敗回避傾向を弱める「小集団」を併
用する。ただし
，集団内における役割分担を明確に
する必要がある。
⑥終末過程においては
，「他者評価」「相互評価」「自
己評価」を生徒の自己評価を補強・確認する手段と
して活用する。
Ⅲ　おわりに
本研究の成果として以下のようなことが指摘できる
。
第１には
，自己学習能力を構成する下位の能力とそ
の特質や役割を明らかにしたことである
。本研究では
特に，生徒の自己学習能力における自己効力感の重要
性を指摘した。
第２は
，自己学習能力の育成を意図する授業方略の
活用方法の
一般化を進めたことである。本研究では，
附属中で実践された授業方略の活用方法を分析
・検討
した
。その結果，学習段階ごとに自己学習能力を構成
する個々の能力と
，その育成に有効な授業方略を示す
ことができた。
このような研究成果は
，自己学習能力の育成を意図
する授業を設計する際に
，ねらいに応じた授業方略を，
いかに組み込むかの指針になるものである
。したがっ
て
，本研究の成果は，授業の中で生かすことが可能で
あり
，自己学習能力の育成を意図する授業の改善に役
立つものである。
しかし
，自己学習能力を育成するには，それを構成
する個々の能力を計画的
・系統的に指導していくこと
が必要である
。そのためには，個々の能力と授業方略
を明らかにするだけではなく
，それをカリキュラムの
中に位置づけることが必要になってくる
。今後は，学
年の発達段階に沿って
，ねらいと授業方略を明らかに
できるように
，分析枠を改善していくことが必要とな
る
。そして，授業モデルを作成・実践することでその
有効性を確認し
，ねらいと授業方略を組み込んだカリ
キュラムを作成することが課題である。
《注》
１）大森照夫他編『新訂社会科教育指導用語辞典』
教育出版1993 p.20Q。
2）「努力すれば,あるいは行動すれば,環境に好まし
い変化をもたらすことができるという見通しとそれ
にともなう感情（自信）
」波多野誼余夫編『自己学習
能力を育てる』東京大学出版会1980 p. 66参照
。
３）認知心理学の成果をまとめるにあたっては，佐伯
胖
，波多野誼余夫･稲垣佳世子各氏の著書を中心に
以下の文献を参考にした。
若き認知心理学者の会『認知心理学者教育を語る』北大路書房19930
波多野完治「〔学ぶ〕心理学』金子書房19850
下山剛「学習意欲の見方･導き方」教育出版1985。
北尾倫彦『自己教育力を考える』図書文化19870
4）実践事例のリストについては,拙稿「自己学習能
力の育成を意図する中学校社会科の授業方略一附属
中学校の実践事例を手がかりにして
」ー平成7年度兵
庫教育大学大学院修士論文1995年を参照されたい
。
５）授業方略を類型化するにあたっては,主に以下の
文献を参考にした。
中村哲『社会科授業実践の規則性に関する研究』清
水書院1991。
森分孝治『社会科授業構成の理論と方法』明治図書
1978．
水越敏行『発見学習入門』明治図書19810
村上芳夫『主体的学習』明治図書19580
吉本均『学習主体形成と評価活動』明治図書19840加藤幸次他『個別化･個性ｲ匕の教育の理論』黎明書
房19850
6）森敏明前掲書『認知心理学者教育を語る』1993
p.40。
7）森敏明「学習意欲を高めるために」若き認知心理学
者の会前掲書ｐ.137．
8）波多野誼余夫編「自己学習能力を育てる」東京大
学出版会1980 p.86参照
。
９）失敗回避傾向の強い生徒は,自己の能力に比べて
かけ離れた課題や目標を好む傾向がある
。
北尾倫彦前掲書pp. 93-94参照
。
10）波多野誼余夫･稲垣佳世子『知的好奇心』前掲書pp. 144-145参照。
11）波多野誼余夫･稲垣佳世子『知力の発達』岩波書
店1977 p.l25012）同上。
13）下山剛前掲書p. 109参照。14）梶田叡一編『授業研究の新しい展望』明治図書
1995 p.86．
15）波多野誼余夫･稲垣佳世子「無気力の心理学」前
掲書p.H50
16）一般に,評価強調される文脈では,少し難しいもの
に挑戦して自分の能力を伸ばそうとする意欲は低く
なると言われている
。波多野誼余夫･稲垣佳世子『知
力の発達』前掲書pp. 54-55参照
。
17）吉本均前掲書pp.170-179参照。
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